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　数年前，赤穂市民病院で同一術者による医療事故が続いた．
その医療事故をモデルにしたのではないかというWEB漫画が，
今，ネットで話題になっている．赤穂市民病院は，実際の医療
事故との関連を否定しているが，苦いリアリティを感じるのは
確かだ．
　「赤池市民病院」に赴任した医師竹田くんは，「都会で最新の
医学を学んできました．この病院の質をあげていきたいんです」
と自信ありげにうそぶく．しかし，竹田くんが執刀する手術で，
次々に患者さんが悪化していく．奸智にたけた竹田くんは，上
司や病院上層部にゆさぶりをかけて，自分の正当性を主張し，
院内は大混乱に陥るというストーリーである．竹田くんがめ
ちゃくちゃであるのは誰がみても明らかであるにもかかわら
ず，誰もその暴走を止められないのが恐ろしい．
　竹田くんはフィクションであるが，決して遠い世界の話では
ない．もし「竹田くん」が現れたときに，果たしてすべての病
院で正しい対応ができるのであろうか？　私の勤める群馬大学
においても，過日，同一術者による腹腔鏡手術後の死亡が多発
し，社会的にも大きな問題となった．失われた信頼の回復には，
長い時間をかけて取り組まなければならないだろう．
　医療における医師の裁量は大きい．特に外科医はそうである．
ほとんどの病院において執刀医は，手術適応の判断，手術の実
施，治療の妥当性の評価のすべてを行う．これらの判断すべて
を一人が行うということは，判断の誤りをチェックできないと
いうことでもある．専門性の高い分野になればなるほど，適切
な判断をくだせるのは自分しかいないと思い込み，落とし穴に
はまるリスクも高くなる．権力の集中は，必ず濫用を生む．医
療には，立法権・行政権・司法権の三権分立のようなしくみは
なく，その構造は本質的に脆弱である．その危うさを心に留め
つつ，カンファレンスで開かれた議論を尽くすことが，われわ
れの責務であろう．
 （筑田博隆）
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